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以下の部品が全て揃っているかをご確認ください。
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B　六角レンチ

D　Ｍ6 ナット(予備用)

C　レンチ

A　テレビ金具本体

■ネジパッケージM

■ネジパッケージW

＜構成部品＞

M8×20ｍｍボルトM4×14ｍｍボルト… 4 本 … 4 本 … 4 本 … 4 本M5×14ｍｍボルト M6×14ｍｍボルト

M5× ワッシャー … 4 個 M8× ワッシャー … 4 個 スペーサー … 8 個

壁用ラグボルト
6.3×55ｍｍ … 6 本

壁面用ワッシャー… 6 本 コンクリートアンカー… 6 本
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テレビ金具本体の分割

●壁面プレート部にあたる上下の黒いプラスティックカバーを外します。
●レンチ [Ｃ] を用いてナットを緩めて、テレビブラケット部を外します。

1）テレビブラケットを外すときは、上下２か所のナットを緩めます。
2）上部のナットは緩めるだけで構いません。下部のナットは完全に外します。

ご注意

上下プラスティックカバーを外します。
カバーの爪を折らないように注意します。

テレビブラケットをレンチを
使って外します。
ナットは、上下 2か所あります。
■上のナット
　→少し緩める
■下のナット
　→外す。無くさないように

ブラケット裏面

下は外して下さい

上は緩めて下さい

※紛失した場合は予備用のM6ナットをご使用下さい

［Ｍ6ナット ]

手順１

テレビブラケットの取り付け手順２

1）ブラケットの上下を間違えないように注意してください。
2）万一、ネジが合わない場合、別途ホームセンター等で適切なビスをご購入ください。

●ネジの長さが余る
　（Ｍ-Ｄネジ使用時）場合の設置

Ｍ8ネジ [Ｍ-Ｄ] 使用時に、ネジの長さが余ってしまう場
合、右図のようにスペーサー [Ｍ-Ｇ] を金具とテレビの間
に挟んでネジ止めします。
使用するスペーサーの数は、
ネジの長さの余り具合によ
って、1個か 2個重ねるか
を選んでください。

※それでも余る場合は
適切なビスを別途ホー
ムセンター等でご購入
ください。

手順1で取り外したテレビブラケットをテレビに取付します。
左記のイラストを見て金具の上下を間違えないようにしてく
ださい。ネジ穴を合わせて、ネジ [Ｍ-Ａ～Ｍ-Ｄ] と
ワッシャー [Ｍ-Ｅ、Ｍ-Ｆ] で取付をします。
テレビに合うネジを使用してください。

ご注意
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壁の強度の確認と下穴の開口手順３-A

間柱を発見した場合、間柱の「中央」にネジを打つ必要があります。間柱
の端にネジを打つと強度が不十分だったり、間柱が割れてしまう事もある
ので注意しましょう。詳しくは、センサーや検知針の説明書をご覧くださ
い。

●間柱を見つけたら

設置は補強のある壁、もしくは壁裏の間柱（スタッド）に行ってください。
石膏ボード壁の場合、ボードのみの部分にネジ打ちする事の無いよう、十
分に注意ください。壁裏の間柱を見つけるにはホームセンター等で売って
いる壁裏センサー（1500 円程度）やキリを更に細くした検知針が便利です。

●壁の構造について（必ず耐荷重のある壁への設置を！）

●一般的石膏ボード壁の場合
　壁裏センサーを使用して間柱を見つける。
　キリ等を使う場合、何度か刺して柱の中央を
　見つけましょう。

テレビ壁掛けの最重要ステップです。
取り付けは、慎重・確実に作業するようにしてください。
壁面への取付不備による事故・損害については、一切の保証がありません。少しでも不安
に感じたら、お近くの内装業者・電設業者に相談してください。ご注意

石膏ボード壁

間柱

最重要ポイント　
壁裏の間柱や強度の強い壁に設置を！！石膏ボードのみへのネジ打ちでは強度不足です！

マーキング壁裏センサー間柱に設置を

あると便利

壁を横から見た断面図（下）を参考にして、ネジ打ち用
の下穴を開けます。電動ドリルがあると便利です。
壁にキズをつけますので、慎重に作業を行ってください。

下穴を開けて置くと [ 手順3-Ｂ] が楽になり、工事
の失敗の可能性が下がります。

2）ネジ打ち用下穴の開口

現在の主流である石膏ボード壁の場合、上記を参考に壁
裏の間柱（スタッド）を見つけてください。
間柱は一般的に 40 ～ 45 センチ幅で設置されている事が
多いようです。ご参考ください。
間柱が確定したら、左図のようにネジ穴にマーキングを
します。

1）設置位置の確定

希望の高さに
マーキング間柱（スタッド）

石膏ボード

下穴は真っ直ぐに
開けるよう注意を深さ 35ｍｍ程度

石膏ボード

直径 4ｍｍ程度
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壁面への金具の取り付け手順３-B

テレビブラケットと金具本体の組み立て手順４

二人での作業を推奨 ●手順１で外したナット［Ｄ］を用意します。
●上下２つのナットがありますが、上部ナットについて、左下図を参考に約 4ｍｍ
　程度緩めて付けておきます。
●テレビとテレビブラケットを二人で持って、壁に取り付けた金具本体に引っかけ
　ます。引っかけただけの段階では落下の危険があるので、一人がテレビを支える
　ようにします。
●右下図を参考にレンチでナットをしっかりとバランスよく締めます。

最重要ポイント
六角ボルトを締めるまではテレビの落下が無いよう細心の注意を
払ってください。ご注意

上部ナットを 4ｍｍ程度
緩めておきます。

間柱に上下２点打ちで十分な強度が得ら
れますが、より強度を得たい方は、付属
のボルトを使用して、より多く打つよう
にして下さい。石膏ボードの場合、ホー
ムセンターで売っている石膏ボード用ア
ンカーも有効です。

最重要ポイント
必ず、間柱などに設置を！！
ネジ打ち後、少しでも違和感を感じた
ら（ネジの空効き等）設置を中断し、
専門業者に相談してください。

参考

ご注意

●左図を参考に 6.3×55ｍｍラグボルト [Ｗ-Ａ] を使用して
　金具を壁面にしっかりと打ち付けます。又は取付面に合っ
　た適切なビスをご使用ください。

壁へのネジ打ち 間柱（スタッド）

石膏ボード

上下バランス良く締めるのが
コツです。
片方だけ先に締めすぎると
締めにくくなります



プラスティックカバーの取り付け手順５

さまざまな角度調節機能について手順６

画面水平角度の調節について手順７

取付の終了と確認手順８

各取り付け部分や壁面部を再度チェックしてください。少しでも違和感があった場合、テレビを一旦取り外し、専
門業者に相談してください。　※アームの駆動部には遊びがあります。
これらのチェック作業は 3か月程度を目安に定期的に行い、経年使用による落下などが無いように注意してくださ
い。

ご注意
1）水平動作をしようとすると、他の駆動部分（アーム関節部等）もつられて動きますの
　 で、少し力を入れて、ゆっくりと行ってください。
2）水平動作は、５度分です。上記の通り、他の駆動部分の動きがある為、一瞬 5度以上
　 回転するように感じますが、手を放すと最大５度分に落ち着きます。

水平動作に関してのご説明

●図を参考にプラスティックカバーを取り付けます。
●メンテナンスを考慮して比較的外れやすくなっています。自然に落脱してし
　まう場合、上下のカバーを入れ替えて付けてみてください。改善されます。

壁に最もアームを畳んだ際に、テレビ
の荷重によって、若干（5ｍｍ～ 1ｃｍ）
壁から前に出る場合がありますが、
動作不良ではありません。

●当商品は、車のハンドルのように画面そのものを回転させる事の出来る機能（５度）があります。仮に設置時に
　水平を取り間違えた時があった場合もこの機能により調節が可能です。
　画面を両手で持って、水平を取りたい方向にハンドル回転操作します。

●左右角度調節
当商品の最大のポイントです。左右の角度調節が非常に
なめらかで、簡単です。

●上下角度調節
お好みの角度を決めたら六角レンチ [Ｂ ] で固定してく
ださい。

壁に畳んだ状態について

ご注意

アームを


